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貴重な歴史資料を後世へ
―国立公文書館への寄贈・寄託―

　国立公文書館では、個人の方等から、我が国の歴史的事実に関する記録として
現在及び将来の国民が利用するにふさわしい資料の寄贈又は寄託を受けています。

沖縄復帰記念式典における佐藤首相の式辞
　昭和 47年５月 15日に行われた沖縄復帰式典での、佐藤榮作首相による式辞
の原稿。佐藤榮作内閣で首席秘書官を務めた楠田實が所蔵していました。

（令和２年寄贈）

佐藤榮作日記
　佐藤榮作首相の昭和 27～ 50年の日記（40冊）。佐藤首相のご遺族より
寄贈された『佐藤榮作関係文書』に含まれています。（平成 23年寄贈）

『楠田實旧蔵文書』【請求番号：寄贈 03912100】

佐藤榮作日記 31【請求番号：寄贈 02101100】

特別展で展示
しました

特 集

ここでは、これまでに寄贈
された資料のいくつかを
ご紹介します。
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飯田半兵衛宛徳川家康書状
　織田信雄の家臣として徳川家康への取次（交渉担当）を担ってい
た飯田半兵衛に宛てられた、徳川家康発給の書状。飯田家（岡山藩
池田家家臣）に伝来したものです。（令和 5年寄贈）

『飯田家旧蔵文書』【請求番号：寄贈 04306100】

韓国併合関係記録
　戦前植民地の統治事務・監督などを行っていた拓
務省が、韓国併合に関する外務省の電報等を筆写し
たもの。（令和３年寄贈）

『飯島稔旧蔵文書』【請求番号：寄贈 04007100】

留守名簿
　第140師団歩兵第402連隊第２大隊の『留守名簿』
（陸軍の人事記録文書）。同隊に所属していた方のご
遺族より寄贈されました。（令和３年寄贈）

『藤田稔旧蔵文書』
【請求番号：寄贈 03989100】

当館所蔵の江戸幕府の
文書に関係

厚生労働省から
移管された
『留守名簿』に関係

こうした資料に心当たりのある方、次のページへ！

　当館では、令和5年3月末現在、
49件 9,360冊の寄贈・寄託文
書を受け入れています。
　資料の目録は、国立公文書館
デジタルアーカイブで公開して
います。
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資
料
の
調
査

寄
贈
又
は
寄
託
の
手
続

保
存
・
利
用

どのような文書を寄贈又は寄託できますか？

寄贈又は寄託をした資料は、国立公文書館においてどのように利用される
のですか？

受入基準に該当するかわからない資料の相談はできますか？

ご相談から寄贈又は寄託、保存・利用までの流れ

お問い合わせ先
国立公文書館　業務課資料収集係
住所：〒 102-0091　東京都千代田区北の丸公園 3番 2号
電話：03-6684-8446（直通）　　メール：kizo@archives.go.jp

ご
相
談
の
受
付

当館では、次のような受入基準を設けています。
・	国の重要な意思決定にかかわった国務大臣等の理念や行動を跡付けることができる重要な情報が記録さ
れたもの

・	館が現に保存する特定歴史公文書等に記録された情報を補完することができる重要な情報が記録された
もの

・	国の機関の統合、廃止又は民営化等によって歴史公文書等が継承されることがなく、散逸するおそれが
極めて高いもの

寄贈又は寄託の手続き終了から原則として１年以内に資料の目録が公開されます。閲覧室（東京本館）に
おいて資料の閲覧、写しの交付（複写）、展示などにより利用されることになります。

年代や内容が不明の文書でも、お電話やメールなどで資料についての情報を聞き取ったり、画像等により
資料の概要を把握しますので、まずはご相談ください。

　
次
の
情
報
を
、
電
話
、
手
紙
、
メ
ー
ル

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①	

資
料
所
蔵
者
の
名
前
・
連
絡
先

②	

資
料
の
概
要
、
数
量
、
保
存
環
境

③	

寄
贈
又
は
寄
託
に
つ
い
て
の
要
望

④	

資
料
の
写
真
（
画
像
）

貴重な歴史資料を後世へ
―国立公文書館への寄贈・寄託―

特 集
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当館は、江戸幕府から引き継いだ古書・古文書、国の行政機関
から移管された公文書等を保存し、利用に供しています。
当館の所蔵資料の中から、今号の時季（12～ 2月）にまつわる
資料をご紹介します。

「デジタル展示」
https://www.archives.go.jp/exhibition/past.html
東京本館の展示会を再構成し、当館HPで公開しています

「国立公文書館デジタルアーカイブ」
https://www.digital.archives.go.jp/
当館所蔵資料の目録の検索や画像の閲覧などができます

デジタル展示
「近代国家日本の登場」 デジタルアーカイブ

デジタル展示
「江戸の花だより」 デジタルアーカイブ

江戸歳事記
　斎

さい
藤
とう

月
げっ

岑
しん

編著、長
は

谷
せ

川
がわ

雪
せっ

旦
たん

図画、長
は

谷
せ

川
がわ

雪
せっ

堤
てい

補画。
天保 9 年（1838）刊。江戸の年中行事を１月～
12 月まで月日順に紹介した書。別名「東

とう
都
と

歳
さい

事
じ

記
き

」。
江戸の寺社や名所を実地調査して記述したもので、
江戸の年中行事、風俗、民俗を知る上で貴重な資
料です。斎藤月岑（1804 ～ 1878）は、江戸時
代後期の江戸神

かん
田
だ

雉
き

子
じ

町
ちょう

の名
な

主
ぬし

。全５冊。
　画像は、隅田川での雪見の風景。資料の左側中
央には屋形船が見えます。月見と同じように船を
浮かべて雪を眺めることもありました。

【請求番号：184-0012】

薩長土肥四藩主による
版籍奉還の上表
　明治２年（1869）１月、毛

もう
利
り

敬
たか

親
ちか

（長州）、島
しま

津
づ

忠
ただ

義
よし

（薩摩）、鍋
なべ

島
しま

直
なお

大
ひろ

（肥前）、山
やま

内
うち

豊
とよ

範
のり

（土佐）
の各藩主は、「版籍奉還」（天皇へ版〈土地〉と籍〈人
民〉を返還すること）を願い出、他藩主もそれに倣

なら

い同様の上表を差し出しました。これは、すべての
土地と人民は天皇のものとする「王土王民」の考え
に基づいたものでしたが、混乱もなく行われたのは、
各藩主が、版籍を奉還しても政府から再交付される
と考えていたためと言われています。
　同年６月以降、ほとんどの旧藩主は、旧藩の知

ち
藩
はん

事
じ

に任命されました。しかし、知藩事には、旧来の
大名による領地支配とは違い、非世襲の地方行政官
として、政府直轄地と同様の政策を行うことが求め
られました。　　　　　　【請求番号：公 00123100】
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Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
ブ
ダ
ビ
大
会
２
０
２
３

ふらっとツアーのご案内
（令和 5年 12月～令和６年３月）

新商品「ダブルポケットファイル博物図」

情 報 の 泉
国立公文書館からのお知らせ・お役立ち情報

　

令
和
５
年
10
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
、
国
際
公
文
書
館
会
議

（International C
ouncil on A

rchives, IC
A

）
の
大
会

が
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
首
都
ア
ブ
ダ
ビ
の
国
立

展
示
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
館
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、「
知
識
社
会
を
豊
か
に
す
る
（Enriching 

Know
ledge Societies

）」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、
約
１
４
０

の
国
・
地
域
か
ら
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
関
係
者
ら
、
３
３
０
０
人

以
上
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
の
発
表
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ラ
ン
ド
前
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
大
統
領
や
シ
ェ

イ
ク
・
ナ
ヒ
ヤ
ー
ン
・
ビ
ン
・
ム
バ
ー
ラ
ク
・
ア
ー
ル
・
ナ
ヒ
ヤ
ー

ン
Ｕ
Ａ
Ｅ
寛
容
共
存
大
臣
等
に
よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か
、
専
門

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
多
彩
な
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
関
係
機
関
や
企

業
等
の
展
示
ブ
ー
ズ
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
館
は
、
日
本
の
国
立
公
文
書
館
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
総
会
へ

　当館概要説明後、バックヤード（閲覧室、修復室、書庫
設備）を見学し、常設展を観覧するツアーを開催してい
ます。（所要時間：１時間程度）
　事前申込不要、参加費無料です。ぜひご参加ください。

【開 催 日】
令和 5年	12／７（木）
令和６年	１／ 25（木）
	 ２／８（木）
	 ３／７（木）

【開 始 時 間】
各日いずれも 13：30～

令和５年８月より、「ダブルポケットファイル博物図」を好評
販売中です。A4（見開き A3）サイズ。明治６年（1873）に文
部省が刊行した掛図「博物図」第１図・第２図をモチーフにして
います。ファイル内面には、資料の
一部を拡大表示して配置しました。
鮮やかに描かれた果物や植物を、お
手元でじっくりご覧ください。東京
本館・つくば分館のショップでご購
入いただけるほか、郵送販売にも対
応しています。

参
画
し
た
ほ
か
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
革
新
的
な

デ
ジ
タ
ル
記
録
管
理
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
我
が
国
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
や
電
子
公
文
書
の
保
存
、
国
の

行
政
文
書
の
電
子
的
管
理
の
取
組
、
今
後
の
当
館
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
推
進
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
八
日
市
谷
哲
生
デ
ジ
タ

ル
推
進
室
長
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
の
ホ
ス
ト
で
あ
る
Ｕ
Ａ
Ｅ
国
立
図
書
館
公
文

書
館
の
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
マ
ジ
ド
・
ア
ル
・
ア
リ
館
長
を
、
当
館

山
谷
英
之
理
事
が
表
敬
訪
問
し
、
開
催
に
当
た
っ
て
の
尽
力
に

謝
意
を
述
べ
、
親
善
を
図
っ
た
ほ
か
、
市
内
に
あ
る
同
館
施
設

を
訪
問
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
建
国
の
あ

ゆ
み
な
ど
を
紹
介
す
る
展
示
ホ
ー
ル
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
大
会
は
、
令

和
７
年
10
月
に
、
ス
ペ

イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

開
か
れ
る
予
定
で
す
。

開会式の様子

当館から発表の様子

UAE国立図書館公文書館アブドゥラ・マジド・アル・
アリ館長表敬

UAE国立図書館公文書館展示ホールの様子

ダブルポケットファイル博物図
500円（税込）
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令和５年度第３回企画展
「みんなで食べよう
―公文書でえがく学校給食―」

1/
20 土

2/
25 日

令和６年

開催時間：午前９時15 分～午後５時
期間中無休・入場無料・予約不要

　
令
和
６
年
（
２
０
２
４
）
は
、
学
校
給
食
法
（
昭
和
29
年
法
律
第
１
６
０
号
）
が
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
に
公
布
、
施
行

さ
れ
て
70
年
と
な
り
ま
す
。

　
我
が
国
に
お
け
る
学
校
給
食
の
起
源
は
明
治
20
年
代
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
に
よ
る
全
国
的
な
取
組
が
は
じ
ま
る
の
は
昭

和
戦
前
期
の
こ
と
で
し
た
。
本
展
で
は
、
当
館
所
蔵
資
料
を
中
心
に
、
戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
学
校
に
お
け
る
食
事
の
提
供

や
栄
養
状
態
の
改
善
に
は
じ
ま
り
、
戦
後
の
学
校
給
食
法
の
制
定
、
そ
の
後
の
学
校
給
食
の
広
が
り
や
時
代
を
反
映
し
た
変
化

を
た
ど
り
ま
す
。

12月 １月 ２月

展示室
〔１階〕

　　　基本展示「日本のあゆみ」

閲覧室
〔２階〕

12～ 2月の東京本館開館情報 ※最新の開館情報については当館HP等をご確認ください。

＊開室日：火曜日〜土曜日（日曜日、月曜日、祝日は閉室）
＊時　間：午前9時15分～午後5時（入室・当日閲覧受付は午後4時30分まで）

「病と生きる─江戸時代の疫病と幕府医学館の活動─」 
～12/17

「みんなで食べようー公文書でえがく学校給食ー」
1/20～2/25

＊開室日：月曜日から土曜日、展示会開催期間中の日曜日
＊閉室日：12/24（日）、28（木）～1/4（木）、7（日）、8（月祝）、1/14（日）

▶小学校児童ノ衛生上処置方
　 大 正 12 年（1923）10 月 15 日、
文部次官から関東大震災罹災地の地
方長官に対して、児童の衛生状態に配
慮するよう通牒が出されました。
　第一項では、栄養状態の良くない児
童に対して、学校給食などの対策を講
じて回復に努めるよう求めています。
画像は、通牒の内容や発出を決定した
際の決裁文書で、国が学校給食を奨励
した、最も早い時期の文書です。

【請求番号：昭 59文部 02518100】

▶学校給食法
　昭和 29 年（1954）、
学校給食法が公布、施
行されました。第二条
では、学校給食の目標
として、学校生活を豊
かにし、社交性を養う
こと、食生活の合理化、
栄養の改善及び健康の
増進を図ることなどが規定され、第三条では、学校給食は小学校・当時の盲学校・聾
学校・養護学校に通う児童に実施するものと定められました。画像は、学校給食法の
御署名原本です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【請求番号：御 35609100】

▶郷土食を生かした学校給食の実施について
　 昭 和 58 年（1983）、 文 部 省 は、
社団法人全国学校栄養士協議会が主
催する、郷土食を生かした学校給食
の実施を後援することを決定し、体
育局長から各都道府県教育委員会教
育長に協力を依頼しました。画像は、
同会が主催する取組の実施要領案で
す。家庭を中心とした地域社会に対
し、学校給食の重要性について理解
や協力を求め、児童生徒に対しては
郷土に関心を寄せる心を育てることなどに役立てるといった取組の趣旨や事業内容が
書かれています。　　　　　　　　　　　　　　　 【請求番号：平 22文科 01081100】
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詳しくは
こちらから

は
大
学
院
時
代
に
国
際
政
治
学
を
研
究
す

る
傍
ら
、講
師
と
し
て
学
部
生
・
大
学
院
生

を
対
象
と
し
た
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
指
導
に
従
事

し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
折
、大
学
院
を
修
了
す
る

年
に
当
館
が
職
員
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

大
学
院
で
身
に
付
け
た
調
査
研
究
能
力
を
活
か
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

　

入
館
後
は
評
価
選
別
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。当

初
は
覚
え
る
こ
と
の
連
続
で
、特
に
行
政
機
関
や
独

立
行
政
法
人
等
の
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
の
講

師
を
つ
と
め
た
際
は
、と
て
も
緊
張
し
た
こ
と
を
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
後
、調
査
研
究

業
務
担
当
を
経
て
、現
在
は
研
修
連
携
業
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

研
修
連
携
業
務
で
は
、当
館
が
主
催
す
る
研
修
の

企
画
・
実
施
の
ほ
か
、主
担
当
と
し
て
全
国
に
あ
る

国立公文書館　公文書専門官（研修連携担当）

島林 孝樹さん

国立公文書館が架け橋となり、
連携の輪を様々な機関に広げていきたい

認証アーキビストに
仕事の醍醐味などを
インタビュー

公
文
書
館
等
と
の
連
携
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。例

え
ば
、当
館
で
は
毎
年
、全
国
の
公
文
書
館
の
館
長

等
が
一
堂
に
会
し
、共
通
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議

す
る
全
国
公
文
書
館
長
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、そ

の
企
画
・
実
施
を
担
当
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新
た

に
公
文
書
館
の
設
置
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
地

方
公
共
団
体
等
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
当
館
職
員

を
派
遣
し
て
支
援
す
る
な
ど
、連
携
の
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

業
務
を
行
う
際
、特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
関

係
機
関
が
何
を
実
現
し
た
い
の
か
、し
っ
か
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
る

こ
と
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
普
及

し
た
こ
と
で
遠
方
の
方
と
の
や
り
取
り
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、対
面
の
場
を
設

け
る
こ
と
で
、よ
り
お
互
い
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、都
度
最
適
な
手
段
を
検

討
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
意
識

し
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近
で
は
、連
携
の
対
象
も

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。例
え
ば
、当
館
で
は
現
在
、

小
・
中
・
高
等
学
校
や
大
学
・
大
学
院
等
の
教
育
機

関
と
も
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。今
後
も
連
携
の
内

容
、手
段
、対
象
な
ど
様
々
な
要
素
を
踏
ま
え
、連
携

の
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
館
も
公
文
書
館
の
一
つ
と
し
て
、多
く
の
方
々

か
ら
の
支
援
や
協
力
で
事
業
が
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。今
後
も
全
国
の
公
文
書
館
等
と
の
連
携
を
進
め

る
た
め
の
架
け
橋
と
な
り
、よ
り
積
極
的
に
連
携
を

進
め
る
と
と
も
に
、機
関
同
士
の
出
会
い
や
交
流
の

場
を
提
供
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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	 電話029-867-1910（代表）　FAX 029-867-1939
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私

認証アーキビストとは

当
館
が
主
催
す
る
研
修
の
風
景


